
水の精 みずのめぐみん

大野市 くらし環境部 環境・水循環課  

資料４

令和7年度
大野市水循環基本計画に位置づけられた
            施策の実施状況
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１．貯留・涵養機能の維持・向上
13 水田湛水の継続実施及び面積拡充等の検討

水田湛水【実施箇所】位置図

実施位置

地下水の流線図

●調査・検討
令和３年度から、約４０ｈａに拡大した効果について、
調査・検証して、今後の方針を検討

R8年度も水田湛水を実施
（約40ha・R8.10.1～R9.2.28  5か月間）

継続

調査・検討事項：効果・水量・関係者との調整など

＋
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○ 市街地における冬季の地下水低下を緩和することを目的
○ 昭和５３年度から地下水涵養地域である木本扇状地で実施
○ 面積を拡大しつつ毎年度実施  【 昭和53年度：約5ha ⇒ 平成24年度：約29ha ⇒ 令和3年度：約40ha 】

1月中旬（※昨年度の写真）10月下旬

R7年度 水田湛水実施状況

10月1日

（約40ha・R7.10.1～R8.2.28  5か月間）
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日 付：R7.6.22（日）9:00∼11:40
会 場：真名川水辺の楽校（真名川、南新在家付近の河川敷）
参加者：30名（小学生15名、保護者15名）

第1回 自然ふれあい探検隊

２．水資源の利用
22 水辺空間の活用

第2回 自然ふれあい探検隊
日 付：R7.8.1（日）9:00∼16:30
会 場：真名川ダム、麻那姫湖青少年旅行村
参加者：46名（大野市：小学生15名、保護者1名 岩倉市：小学生13人、保護者17人）

  R8年度 継続して実施 



地下水位の計測と監視
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  R8年度 継続して実施（2か所：中野清水、荒井公園） 

手計観測井16箇所のうち2箇所にデジタル水位計を設置
   （天神町、弥生公園）

水位計遠隔監視画面

真
名
川

凡 例

  ●  手計観測井(１４)
■■機械観測井 
  □  R8デジタル化予定(２)
  □  R7デジタル化(２)

３．水資源の保全
28 デジタル技術を活用した地下水モニタリングの推進
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令和7年度の取組み（抜粋）

４．地域活性化の推進
43 水のがっこうを拠点とした地域活性化の推進

No 開催日 講座タイトル 講師 参加者数

① 11/9（日） 川が消えた？！水生昆虫のサバイバル大事件 ①香川大学 山田 佳裕 教授
②矢作川研究所 内田 朝子 氏 10名

No 開催日 講座タイトル 講師 参加者数

② 3/15（日） 水のボードゲームと実験教室
（水のがっこう）

市 水のがっこう職員
 共催：琉球大学(先生1、生徒3) 10名

〇スイスイ課外授業・・・・・・・対象：一般

〇スイスイ課外授業ジュニア・・・対象：小学生

No 開催日 講座タイトル 講師 参加者数

③ 毎月第３土曜日 地下水計測イベント等 市 水のがっこう職員
 共催：横町編集部 10名

〇横町編集部・・・・対象：一般

① ② ③

  R8年度 継続して実施 



〇水の授業・・・・・・・・・・・・・対象：小学生（街中遠足等）

〇有終西小学校出張授業・・・・・・・対象：有終西小4年生

〇下庄小学校出張授業・・・・・・・・対象：下庄小4年生

〇自然ふれあい探検隊・・・・・・対象：小学生

No 開催日 講座タイトル 講師 参加者数

① 随時 大野市の地下水について他 市̲水のがっこう職員 736名

No 開催日 講座タイトル 講師 参加者数

② 10/16,24,30 大野市の地下水の授業
※総合的な学習 市̲水のがっこう職員 4年生

22名

No 開催日 講座タイトル 講師 参加者数

③ 1/20（火） 大野市の地下水の授業
※総合的な学習 市 水のがっこう職員 4年生

55名

No 開催日 講座タイトル 講師 参加者数

④ 6/22(日） 水真名川の生き物と水質
～水のきれいさを教えてくれる生き物たち～

市 委託事業者
 (ノーム自然環境教育事務所） 31名

⑤ 8/1(日) 水生生物調査と川遊び
※友好交流市 岩倉市の親子参加

国 九頭竜川ダム統合管理事務所
  委託事業者 46名

５．人材育成・地域連携

（令和7年度 開催講座抜粋）
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①水の授業

  令和8年度 継続して実施  

⑤8/1 自然ふれあい探検隊

51 水循環に関する教育や啓発活動の継続的な実施

※その他小中学校への出張授業を実施



〇 水の日（８/１）関連

全国一斉ブルーライトアップへの参加
              （県内で３施設）

日 付 R7.8.1～8.16
場　所　越前大野駅中央広場（大野市弥生町３）
時 間 日 没～23：00 

〇 水に親しむイベントの開催

市公式LINE「水の日」の広報

市公式LINEや広報おおの8月号に記事掲載

  R8年度 継続して実施   7

自然ふれあい探検隊(主催：九頭竜川ダム統合管理事務所、大野市)

御清水ライトアップ

日 付 R7.6.22、R7.8.1
場 所 真名川水辺の学校（南新在家）、麻那姫湖青少年旅行村（大野市中島）

日 付 R7.7.12∼10.13
場 所 御清水（明倫町）

水循環教材を活用した展示セット
作 成 内閣官房水循環政策本部事務局
内 容 水循環に関するパネル、動画「水のはなし」
日 付 R7.8.11∼8.28
場 所 本願清水イトヨの里（15.16日：水のがっこう）

５．人材育成・地域連携
57 水循環の重要性についての理解と関心を深める行事等の開催



〇 水に親しむイベントの開催

  R8年度 継続して実施   8

水まつり（主催：環境・水循環課）

• 「おおの城まつり」に合わせて8月15.16日の2日間、水のがっこうで開催
• ヨーヨーつり、水てっぽう、ピンボールの水に親しむ遊びの場を提供
• 水循環教材パネル、水のアート、水の表面張力体験の学習の場を提供
• 2日間で511人が来場 ヨーヨーつり 水てっぽう

にじむ水のアート水循環教材パネル展示

水循環ピンボール

水の実験

５．人材育成・地域連携
57 水循環の重要性についての理解と関心を深める行事等の開催



第1回
（R7.5.31）

第2回
（R7.6.14）

第3回
（R7.7.12）

第4回
（R7.10.18）

第5回
（R7.12.14）

第6回
（R8.1.17）

発表会
（R8.3.8）

内
容

オリエンテー
ション
イトヨの標本に
触る

イトヨの形態計
測、水温調査

市内河川で生き
物調査

中野清水見学
中野清水で水温、
水質調査

イトヨの里推し
マップづくり

かかしづくり
まとめ

イトヨの里市民
講座で発表・展
示

写
真

9  R8年度 継続して実施  

イトヨ守り隊

●大野の水について考えながら、郷土の宝「イトヨ」を保護する活動

 ・令和7年度は、開成中学校12名、陽明中学校1名の生徒が参加
 ・全6回のカリキュラムを経てR8.3の本願清水イトヨの里市民講座で発表
 ・土木学会関西支部の2024年度 地域活動賞を受賞（5/9 授賞式）

６．水文化の継承・情報発信
67 本願清水イトヨの里を活用した環境教育の展開



10  R8年度 継続して実施  

本願清水イトヨの里 企画展

図鑑「福井の淡水魚」写真展と水辺の生き物展（写真展）
内 容 ：図鑑に掲載された写真の中から、九頭竜川流域に生息する淡水魚などを中心に30点を魚類解説付きで展示。
日 付 ：R7.7.19∼9.30
入館者数：2,662名

６．水文化の継承・情報発信
67 本願清水イトヨの里を活用した環境教育の展開



令和7年9月14日（日）結とぴあ305.306にて開催
市民など47名参加
大野市、香川大学山田教授からの話題提供及び大
野市水循環アドバイザー中野教授の講演

下水道の日 講演会
水資源見えない地下水を守る下水道

～大野市の水循環都市への挑戦～
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話題提供 講演

６．水文化の継承・情報発信
73 講演会やシンポジウム等の開催又は参加による情報発信



令和7年12月2日（火）岐阜県大垣市にて開催
水を活用したまちづくりとして大野市の事例を発表
ポスターセッションにて取組みを展示

水都大垣 
水循環フォーラム2025

～湧水の保全から考える持続可能な未来～
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ポスターセッション

６．水文化の継承・情報発信
73 講演会やシンポジウム等の開催又は参加による情報発信

事例発表



調整池機能回復【都市公園（滝ケ花公園）】

13  R8年度 継続して実施（完了予定） 

木瓜川

調整池 A=1,600㎡

木
瓜
川

R7実施状況全景

調整池

● 維持管理の向上を図るため底打ちコンクリート（西側）

■ 大野市役所

■ 越前大野城

■ 越前大野駅

■ 陽明中学校

７．防災・減災対策
78 ため池の適正管理や耐災害性の強化の促進



流域治水対策【新堀川】
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赤
根
川

○位置図

新堀川

①護岸改修（R6年度）
 改修延長L=420m

 水路工：底打ｺﾝｸﾘｰﾄ
 　　　　根固めｺﾝｸﾘｰﾄ
 　　　　浚渫

②護岸改修（R7年度）
 改修延長L=140m

 護　岸：L型擁壁
 水路工：底打ｺﾝｸﾘｰﾄ

R5施工済み

 奥越ふれあい公園
（おおらか池）
 池内の浚渫

○施工前

  R8年度 継続して実施（善導寺川、緑橋川の改修） 

②護岸改修（R7年度）①護岸改修（R6年度）

■ 大野市役所

■ 越前大野城

■ 越前大野駅

○施工後

７．防災・減災対策
82 流域治水の促進



地下水位の計測と監視

15  R8年度 継続して実施 

堂本

日吉

菖蒲池

下据

中据

木本

猪島

篠座

下五条方

木本原_上

木本原_下

木本原_中

天神町

開成保育園

本願清水
春日公園

弥生公園

上据

小山公民館
提外地

提内地

中津川

中野

中挾

駅東

幸町

水落

石灯籠

御清水

清瀧橋

内山家

荒井公園

　　　    凡　　例

 　　観測井位置,名称

 　　簡易観測井位置,名称

　　 廃止観測井位置,名称

義景清水

中野清水

市街地

市内34本の観測井で水位を観測

うち16本は市民の手による観測(数値掲示)を継続
　　※2本（天神町、弥生公園）はデジタル水位計を設置したため数値掲示のみ

毎日の計測と掲示（16本） 機械観測（18本）

８．地下水障害
99 地下水位の監視と地下水注意報・警報の発令

凡 例

 ■ 観測井位置、名称
 ● 簡易観測井位置、名称
 ● 廃止観測井位置、名称
   デジタル水位計設置箇所



地下水質の観測
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特定事業場等の監視の継続
年１回、市内41か所の家庭用井戸の
水質調査を実施

水道法による水道水質基準のうち40
項目を調査

<R7結果概要>
1.  地質由来の影響が大きいと推測される2

か所(㊵㊶)を除く、39か所は水道水質基
準に適合

  R8年度 継続して実施（10か所においてPFOS・PFOAの検査を追加）

水質調査地点位置図

８．地下水障害
100 事業所における有害物質及び排水の管理徹底と地下水質の監視継続


